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レブンクル自然情報
E-mail: rebuncle@lilac.ocn.ne.jp 

　けがした鳥、死んだ鳥、けがした動物、死んだ動物、見つけたら連絡して下さい。 電話6-1089　宮本

カラーで自然情報を「礼文島のHP　http://www.h3.dion.ne.jp/̃ishida_h/index.htm」 　　　　

　　　　　　　　　　「ゆうひの丘のHP　http://homepage1.nifty.com/seikanso/　」

自然情報は「BOOK愛ランド礼文」にあります。

秋の宇遠内山道帰化植物除去を終えて
8月31日・役場建設課の呼びかけで総勢15名が集ま

り宇遠内山道でオオバコを中心にセイヨウタンポ

ポ、ナギナタコウジュ、エゾノギシギシなどを除去

しました。この地域は国の特別保護地域で稀少な高

山植物が数多く生育している地域です。2000年に行

われた違法工事に伴い進入を始めた植物の除去が目

的です。今回で3回目まだ工事から日が浅く対策が

早かったので、それほど新しい植物は進入していな

い状態です。歩道にはエゾリンドウやチシマリンド

ウなど秋の礼文島の花々が見られ、観賞しながらの

除去作業でした。これに先立ち、6月29日にはRRS-

PVの呼びかけで13名が参加して礼文林道で昨年に

続き2度目の帰化植物除去が行われました。林道は

1976年頃から観光道路として車の通行が始まり、車

道整備のために土や砂利を持ち込みました。長年植

物進入を放置したためアカツメクサ、シロツメク

サ、コウリンタンポポ、メマツヨイグサなど宇遠内

山道では見無い植物が進入しています。特に元地側

入口付近ではアカツメクサが広く表土を覆っていま

す。そして訪れた観光客がコウリンタンポポを見て

「まあ綺麗、何て言う花ですか？」と聞いてきま

す。花の島に来て、こんな誤解を生ませない為に

も、私たち島民の手で帰化植物の除去、移入植物の

搬入を防止する活動を続けて行くことが大切だと感

じています。皆さんも除去に参加しましょう。

9月の山の様子はいかがでしょうか？
先日、宇遠内に行ったところ、エゾリンドウが満

開でした。チシマリンドウ、ハナイカリ、エゾノ

コギリソウ、キタノコギリソウ、ヤナギタンポポ

等もまだ元気で、桃岩歩道ではリシリブシが満開

です。残念なことに8月の雨でぬかっていた桃岩歩

道は訪れた観光客の踏み跡で道幅が広がってしま

いました。雨で歩道の状態が悪い場合は、無理を

しないで展望台周辺の舗装道路脇で花を観賞した

いですね。それが花を踏まないやさしさです。

花の浮島「礼文島移入植物フォーラム」
9月22日（日）13時30分～ピスカ21大研修室

9月23日（祭）9時～桃岩展望台

礼文島は世界でもまれにみる花々の宝庫です。その貴重な

原生花園に移入植物が次々と侵入して来ています。この原

生花園を存続させるために私たちのできることは何か？

講師の意見を聞いて、山を歩いて、考えてみましょう。

　　　講師：北海道野生生物研究所長・五十嵐博氏

　　　　　利尻礼文サロベツ国立公園

　　　　　　　　パークボランティアの会　主催

　　　　　　　　連絡先　6-1089　杣田美野里

　　リシリブシ・利尻鳥兜　2000.8.29　礼文島知床

　　　　利尻山と礼文島に咲くトリカブトの仲間

キノコの観察会・2002年礼文島
　9月15日（日）午前9時～12時

　香深井緑が丘森林公園キャンプ場集合

　緑が丘森林公園を歩いてキノコを探します。

　森に入るので長靴、帽子、軍手などまかなって、

　メモ帳、キノコの本、など持参してください。

-----------------------------------------------

ヤナギタンポポ・柳蒲公英　1999.9.10.　礼文林道

島のヤナギタンポポは背丈が10cm以下でも花を付ける

----------------------------------------------
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　　写真集「利尻の見える風景-宮本誠一郎」「星のうすゆき草-杣田美野里」書店お土産店で販売中

北海道フラワーソン2002参加
6月15日（土）久種湖・参加11名・開花80種
6月16日（日）礼文林道・参加6名・開花151種
1997年から5年ぶり2回目の全道一斉の花の開花調査が行
われました。礼文島自然クラブのメンバーも２ヶ所で調査
を行い。久種湖で80種、礼文林道で151種の開花確認が
されました。この調査の意義は定期的に花の調査をするこ
とで、全道的な開花環境の変化や移入植物の状況等も知る
ことができます。これを機会に身近な自然に目を向けて毎
年花を調べてみましょう。継続した調査記録が重要です。

6月自然日誌
1日晴れ20.3度。　2日雨11.9度。　3日晴れ14.7度。
4日曇りのち晴れ17.1度・ウニ漁。
5日晴れ。風強い。　6日曇のち晴れ14.7度強風。晩雨。
7日曇一時雨14.7度。　8日雨のち晴れ14.7度・花祭り
9日晴れときどき雨13.5度。エゾセンニュウ庭で鳴く
10日雨のち曇り13.9度。午後利礼航路欠航
11日曇ときどき晴れ12.3度。0755日食見えた。
12日雨11.7度。利礼航路欠航。
・元地カラフトゲンゲ、エゾスカシユリ満開。
13日晴れ9.9度。　14日晴れ17.9度
15日晴れ10.8度。フラワーソン（久種湖）
16日晴れ。フラワーソン（礼文林道）
17日晴れ。　18日晴れ。　19日晴れ東風強い。
20日晴れ11.7度南東風強・ミズナギドリ？ウトウ数百
21日雨9.5度。　22日雨9.9度
23日雨11.3度。桃岩（スズムシソウ、ウツボグサ）
24日霧雨のち晴れ9.4度・利尻ピーク見えた
・礼文林道レブンウスユキソウ開花
25日晴れ10.0度。　26日快晴15.1度、利尻クッキリ。
27日雨のち曇り13.7度・林道（ヤマブキショウマ）
28日曇15.8度。桃展（イブキトラノオ）
29日快晴15.3度。風強い・礼文林道エゾチドリ開花
・帰化植物除去（礼文林道）・稚内中央大火災
30日晴れ快晴17.1度・はげ山（チシママンテマ開花）
---------------------------------------------
7月自然日誌
1日晴れ16.1度。　2日晴れ。　3日晴れ。
4日晴れ18.7～19.7度・船泊昆布、香深ウニ
5日雨17.1度。　6日雨15.2度。
7日晴れ16.4度・ゴロタ岬（ウメバチソウ）
8日晴れ13.5度。　9日晴れ。　10日曇。
11日雨・台風6号・午後欠航・桃展（シオガマギク）
12日雨13.6度。　13日雨。
14日雨19.1度・子供御輿・江戸屋山道土砂崩れ
15日曇一時晴れ19.9度・桃岩歩道（キンミズヒキ）
16日曇のち快晴・厳島神社本御輿
17日晴れ22.7度・利尻クッキリ
・地蔵岩1030（ハマヒルガオ、イソヒヨドリ3）
18日曇26.0度。　19日曇20.8度。　20日曇のち雨。
21日雨16.2度ストーブ。　22日雨13.0度ストーブ
・香深井森林公園（エゾタツナミソウ開花）-加藤
23日雨14.3度。　24日雨13.8度
25日雨15.7度。・久種湖（マガモ）
26日雨18.5度・船泊ウニ漁・香深ウニ漁
・宇遠内（エゾオグルマ、シカギク）
27日晴れ20.0度・香深ウニ漁・利尻クッキリ
28日晴れ20.7度・香深昆布漁・利尻クッキリ
29日曇20.1度。
30日晴れ-霧・船泊ウニ香深ウニ。夕方利尻クッキリ
・林道（オニノヤガラ、チシマリンドウ開花）-村上
31日晴れ霧曇22.5度・船泊昆布、香深ウニ

カモメに餌をあげないでください
最近、東日本海フェリーの船内放送で野生動物へ

の餌やりへの注意放送が入っているのに気がつい

た方はいますか？フェリーの甲板上でウミネコに

スナック菓子をあげる観光客の姿をよく見かけま

す。しかし、カモメは自分の力で魚を捕って食べ

るのが本来の姿です。人から餌をもらうこと、餌

をねだって集まる姿は自然の姿ではありません。

利尻島ではウミネコが民家の近くに大きなコロニ

ーを作ったために、ウミネコを駆除したり、コロ

ニーを移動させたりいたしました。礼文島でも道

路をうろうろしているオオセグロカモメが交通事

故にあって、怪我をしたり、死んだりしていま

す。カモメに餌を与えたり、動物に優しくするこ

とがかえって、あだになることもあるのです。特

にスナック菓子は人間が作らなければ自然環境下

では存在しない食べ物です。大量に食べると消化

不良を起こすことにもなります。ペットのよう

に、最後まで面倒を見ることができ無い限り、野

生動物には無闇に餌を与えてはいけないのです。

-----------------------------------------

標識を付けたウミネコの情報募集中！

・ウイングタグ （羽に丸いプラスチックシートで　
　　　水色が利尻島 、赤色が天売島 です。）

　個体識別番号は

　2001年度が黒色文字4桁「A001～A150」、

　2002年度が白、紫、黄色の文字2桁「00～99」

・カラーリング （足に色付きリング、　　　　　　
　赤が利尻 、黄が天売 、緑が枝幸 、青が奥尻

　誕生年が記号でA-1998年、B-1999年、C-2000年、　

　　　　　　　　D-2001年、E-2002年生まれ

総合連絡先：北海道環境科学研究センター

　自然環境部・担当　長雄一℡011-747-3571

　------またはレブンクル・宮本まで----------

例：2002年9月2日・礼文島手然で赤いウイングタグ

の紫文字49番を確認＝2002年5月頃に天売島で標識

を付けて放鳥したウミネコです。

-----------------------------------------------


